


























要約

　近年、若い女性たちを読者層としている女性誌の数が急増している。その中では、タレ

ントやモデルを通して、「痩せているこは美しいこと」「可愛いこと」とダイエット方法や

体験談を交えて過剰なまでのメッセージを流し続けている。しかし、その結果、引き起こ

される健康障害についてまで言及しているものは皆無に等しいのが現状である。また、こ

のメッセージは若い女性たちの身体に対する認識やボディーイメージを変容させるメカニ

ズムとなり、やせた体型を維持したり、きれいになるための行動へと駆り立てる要素にも

なっている。これは、初経を迎え成熟し、安定していくべき若年女子の性機能に重大な影

響を及ぼし無月経を招いており、無月経の状態が長期間放置されれば将来の妊孕力の低下

も懸念される。また、体重減少の程度によっては健康を害し生命を脅かすことも危惧され

る。思春期外来においても続発性無月経による受診者は多く、その治療には長期間を要す

ることが常であり、痩身願望が招く代償はあまりにも大きいといえる。体重への拘りを少

しずつ解き繰り返される関わりの中で回復へ向かう場合がある一方では、治療を受けなが

らもなお体重の微妙な変動に一喜一憂する姿もあり複雑な様相を呈している。そんな彼女

たちをよそに、メディアは「痩せている女性は美しい」という価値観を植え続けている今

回、メディア情報が心身の健康に及ぼす影響を体重減少性無月経によりクリニックで治療

を受けている若年女子を対象に、どんな雑誌に関心を持ち、どこを容姿のポイントと考え

ているか、またダイエットのきっかけや無月経から受診までの期間などの調査を行なった。

また、対象群として埼玉県の女子高校生にも同様な調査を行なってみたので合わせて考察

をしてみたい。


